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力
作

募
集
中

内
裏
神
社

野
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を
歩
く

匝瑳

探訪
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耳
面
刀
自
妃
が
埋
葬
さ
れ
た
と
伝
わ
る
内
裏
神
社

　

６
７
２
年
に
皇
位
継
承
を
め

ぐ
っ
て
起
き
た
国
内
最
大
の
内
乱

と
さ
れ
る
「
壬
申
の
乱
」
に
ま
つ

わ
る
伝
説
が
野
手
（
野
田
地
区
）

に
あ
り
ま
す
。

　

長
谷
に
接
す
る
内
裏
塚
集
落
に

内
裏
神
社
が
ま
つ
ら
れ
、
案
内
板

に
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

（
戦
い
に
敗
れ
た
）
大
友
皇
子

妃
で
あ
っ
た
耳
面
刀
自
妃
は
従

者
18
人
と
と
も
に
難
を
逃
れ
る

た
め
東
国
に
向
か
い
こ
の
地
に

漂
着
し
た
も
の
の
亡
く
な
り
、

里
人
が
内
裏
塚
を
築
き
埋
葬
し

た
。
の
ち
に
従
者
の
子
孫
が
遺

骨
を
大
塚
原
（
旭
市
）
に
移
葬

し
た
。

　

１
３
４
０
年
余
り
前
の
伝
説
を

今
日
に
伝
え
る
た
め
に
尽
く
し
た

２
人
を
紹
介
し
ま
す
。

　

額
に
「
内
裏
神
社
」
と
書
か
れ

た
鳥
居
の
奥
に
、「
北
総
匝
瑳
郡

野
手
邑
内
裏
塚
記
」
と
刻
ま
れ
た

高
さ
１
１
０
㎝
ほ
ど
の
石
碑
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
碑
は
明
治
15
（
１

８
８
２
）
年
12
月
３
日
、
当
時
の

八
日
市
場
警
察
署
長
・
広
田
彬
氏

が
私
費
で
立
て
ま
し
た
。

　

広
田
氏
は

碑
の
由
来
や

同
５
日
に
催

さ
れ
た
式
典

の
様
子
な
ど

を
書
き
残
し

て
い
ま
す
。

そ
れ
に
よ
る

と
、
同
氏
は

署
長
と
し
て

赴
任
し
て
２

年
余
り
に
わ

た
り
管
内
を

巡
視
す
る
な

か
で
、
内
裏
塚
を
知
り
建
碑
し
た

と
さ
れ
ま
す
。
私
祭
当
日
は
松
山

神
社
神
官
・
松
山
英
胤
や
椿
村
作

新
精
舎
の
教
育
者
・
高
野
隆
、
青

木
不
動
、
八
日
市
場
村
の
大
枝
十

兵
衛
ら
１
０
０
人
余
り
が
参
列
し
、

千
人
を
超
え
る
見
物
人
で
賑
わ
い
、

笛
や
太
鼓
で
囃
し
立
て
、
供
え
ら

れ
た
餅
も
配
ら
れ
た
と
い
い
ま
す
。

広
田
氏
は
そ
の
後
も
千
葉
県
を
通

じ
て
史
跡
認
定
を
受
け
る
べ
く
保

存
活
動
に
尽
く
し
ま
し
た
。

　

広
田
氏
の
活
動
か
ら
80
数
年
経

た
昭
和
40
年
代
に
地
域
の
歴
史
に

関
心
を
持
つ
熱
田
白
洋
氏
（
故

人
）
の
精
力
的
な
調
査
が
あ
り
ま

し
た
。
熱
田
氏
の
残
さ
れ
た
記
録

に
は
、「
今
後
（
広
田
氏
の
建
碑
し

た
）
こ
の
碑
が
埋
も
れ
た
ら
誰
が

顕
彰
す
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
佐
倉

市
に
そ
の
後
の
広
田
氏
の
こ
と
や
、

従
者
の
子
孫
が
住
み
つ
い
た
と
さ

れ
る
旭
市
泉
川
、
大
塚
原
、
駒

込
周
辺
を
調
べ
た
も
の
の
期
待

し
た
結
果
が
得
ら
れ
な
か
っ
た

と
あ
り
ま
す
。

　

昭
和
41
年
の
県
営
圃
場
整
備
事

業
の
後
、
遷
宮
記
念
碑
が
建
て
ら

れ
、「
内
裏
神
社
」
と
と
も
に
「
耳

面
刀
自
妃
」
伝
説
の
地
と
し
て
保

存
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
元
市
職
員
・
依
知
川
雅
一
）

問
秘
書
課
広
報
広
聴
班

☎
73
・
０
０
８
０

じ
ん
し
ん

だ
い
り
づ
か

ひ

お
お
と
も
の
お
う
じ

む
ら

あ
き
ら

ほ

ひ
で
た
ね

は
や

み
み
も　

と　

じ　
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川　　

柳

髙
梨　

果
宝 

推
薦

川
口　

城
司 

推
薦

川
口　

城
司 

推
薦

往
く
雲
の
白
よ
り
白
く
山
桜 

上
谷
中　
　
　

太
田
三
樹
夫

忌
の
膳
の
小
鉢
に
匂
う
木
の
芽
和 

若
潮
町　
　
　

光
瀨
甲
江
子

鴨
川
も
真
砂
女
も
遠
し
紫
木
蓮 

八
日
市
場
ロ　

高
安
せ
い
子

日
の
射
せ
ば
影
と
二
人
の
春
田
打 

八
日
市
場
イ　

椎
名　

貴
寿

ど
の
木
に
も
青
空
が
あ
り
夕
蛙 

登　

戸　
　
　

伊
藤　

さ
く

里
山
の
踞
り
た
る
菜
種
梅
雨 

若
潮
町　
　
　

最
上　
　

峻

花
冷
え
に
留
守
居
の
ば
ば
は
膝
を
も
む 

栢　

田　
　
　

加
瀬　

潔
子

玄
関
の
花
一
輪
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ 

今　

泉　
　
　

野
仲　

妙
子

畑
隅
に
ダ
ン
プ
五
台
の
ね
ぎ
の
皮 

栢　

田　
　
　

石
田　
　

健

離
任
の
師
一
人
一
人
の
肩
を
抱
き 

八
日
市
場
ホ　

菱
木　

静
枝

花
曇
り
愛
を
囁
く
二
人
連
れ 

飯　

高　
　
　

林　

サ
ダ
子

家
族
へ
の
愛
情
こ
め
た
夕
御
飯 

八
日
市
場
イ　

常
世
田
や
す
子

親
の
愛
た
っ
ぷ
り
詰
め
た
ラ
ン
ド
セ
ル 

飯　

塚　
　
　

鈴
木
ツ
ネ
子

夫
婦
愛
足
り
な
か
っ
た
と
省
み
る 

木　

積　
　
　

佐
久
間
美
智
子

愛
と
い
う
鍋
を
囲
ん
で
核
家
族 

東
小
笹　
　
　

江
波
戸
京
子

愛
想
が
良
く
て
八
十
路
の
媼
も
て 

長　

谷　
　
　

石
毛
惣
一
郎

愛
娘
涙
の
巣
立
ち
親
ば
な
れ 

飯　

高　
　
　

松
野　

敏
昭

春
一
番
花
粉
も
一
緒
に
御
負
け
つ
き 

川　

辺　
　
　

及
川　

利
道

う
ず
く
ま

19 広報そうさ H 26. 5. 1


